
事例報告

京都御苑アーカイブによる魅力の継承について
令和7年8月25日

環境省京都御苑管理事務所庭園科 栁澤 暁



1

京都御苑の概要

京都市中心部に位置する「国民公園」

所管：環境省
面積：約65ha（環境省所管部分のみ）
※御苑の中には、京都御所、京都大宮御所・京都仙洞
御所（宮内庁）、京都迎賓館（内閣府）がある。

京都御所
京都迎賓館

京都大宮
御所・京都
仙洞御所

※昭和22年12月閣議決定
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デジタルアーカイブ構築の背景

1)御所と公家町
で構成された公

家の文化が花開

いた地

3)皇室との縁
を身近に感じ

る市民に開か

れた国民公園

2)御所と公家
町跡に成立し

た豊かな環境

・日本の権威の中心であった御所とそれを取り巻く「公家町」の全体像

・公家の居住空間、生活様式や嗜好

・現代の風習にも垣間見ることができる公家の文化

・大内保存事業、大正大礼と市民の献木、技術導入

の歴史

・広大な樹林が提供する多様な生態系サービス

・山城原野の面影を伝える貴重な植生

・多数の巨樹と希少な動植物の生息・生育地

・歴史の重みや文化の香りを感じる特別な場所

・緑と四季の彩りを感じる市民の憩いの場

・様々な活動を受入れ市民の健康を支える公園

・誰もがいつでも気軽に利用できる市街地内の広大な

オープンスペース

御所外苑の風景 外周林の風景 花・紅葉の風景

伝統的儀礼・祝祭の
風景

憩いの場・利用の風
景

庭園の風景 巨樹・名木の風景 外周九門の風景

京都御苑の３つの魅力

＜基本計画の理念と目標（令和３年３月）＞

御所を核に公家町から国民公園へと積み重ねられた歴史と自然の重層性を
保ち、次世代に継承するとともに、その「魅力」を多様な利用者と共有してゆく

魅力の保護・
継承

魅力の向上・
充実

・歴史的遺産の保存・修復・再生
・自然環境の持つ機能の維持・管理
・御苑らしい風景の維持・管理
・歴史・自然等のアーカイブ構築

・多様な利用の機会の提供
・多様な手法による御苑の魅力の発信
・御苑のステークホルダーの拡大

■江戸時代

■明治・大正時代

■昭和時代後期
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デジタルアーカイブ構築のステップ

京都御苑の魅力を伝える・・・ターゲットとする時代とテーマ
①時 代：主に近代（近代に絞らず、近世をベースに近代に作られたものが現在に繋がる）
②テーマ：・近代の移行期を中心とした京都御苑の歴史文化に関連する出来事 ⇒ 大内保存事業、京都博覧会、御大典

・現在の京都御苑という空間や風景に関わるもの ⇒ 自然環境

調査・検討

R4

電子化

R5

システム構築

R6

環境省の所蔵資料 他機関の所蔵資料
博物館・資料館、大学・研究機関、図書館

□資料選定等
・所蔵資料の簡易目録の作成
・テストアーカイブ（写真のデジカメ撮
影、建物・立体物の３次元計測
他）

□資料選定
・資料保有・公開状況のアンケート調査
・公開データベースのキーワード検索調査、
有識者WGによるノイズ除去
・該当資料の簡易目録の作成

□電子化
・資料の電子化（画像化、テキスト化、
3次元化）

□公開準備
・公開ページの作成、ジャパンサーチへのメタデータ登録
□利活用の検討
・Re;Earthを活用した高校でのモニター調査、コンテンツの作成

□データベース構築
・目録、資料画像の登録

□システム仕様の検討、連携・利活用の検討

□公開準備
・メタデータ・目録項目の設計、資料をつなぐ年表やテーマに沿ったキーワードの作成
・公開範囲の検討、利用規約の作成（表示-非営利 CC BY-NC）

□連携
・保有先機関との横断検索の調整

□データベース構築
・目録、URLリンクの登録

ジャパンサーチとの連携検討
・メタデータによる連携を中心に
多数の資料と連携
・ポータルとして間口を広げる

ジャパンサーチとの相談

・事前相談
・アセスメントツールの提出
・連携文書の確認

令和7年4月 「京都御苑アーカイブ」を開設

＜京都御苑に関するキーワード_57項目＞
京都御所、禁裏、公家町、摂家、九条家、
大内保存、大正大礼、昭和大礼、京都博
覧会、九門、京都御苑、国民公園、葵祭、
時代祭 他

ジャパンサーチとの連携開始
つなぎ役
京都御苑に関する資料群
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デジタルアーカイブの特徴：資料

□京都御苑アーカイブ
掲載資料数：519件
主な掲載資料：
整備・管理記録写真、京都御苑ニュース、植物
の水彩画、遺構調査報告書、樹木調査記録、
動植物調査記録、パンフレット等、航空写真、建
造物等三次元モデル、移築・現存する公家屋敷
等の写真 他

②他機関の所蔵資料（横断検索）①環境省の所蔵資料

京都御苑アーカイブ

CC BY-NC 掲載元の利用規約による

御所御絵図
（国文学研究資料館所蔵）

三次元モデル 蛤御門記録写真

京都御苑ニュース創刊号

＜博物館・資料館＞
□京都府立京都学・歴彩館_歴史資料アーカイブ
連携資料数：1,854件

□国文学研究資料館_収蔵歴史アー カイブズ
連携資料数：   427件

□京都市埋蔵文化財研究所_調査報告
連携資料数：     28件

＜大学・研究機関等＞
□京都大学_京都大学貴重資料デジタルアーカイブ、京都大学デジタルアーカイブシステム 他
連携資料数：1,145件

□関西大学_関西大学デジタルアーカイブ
連携資料数：  4件

□東京大学_所蔵史料目録データベース（Hi-CAT）
連携資料数：   333件

□同志社大学_同志社大学学術情報検索システムDOORS
連携資料数：   121件

＜図書館＞
□国際日本文化研究センター_nihuBridge
連携資料数：     36件

（R7.8時点）

毎木調査報告書 閑院宮邸跡・遺物
（京都市埋蔵文化財研究所所蔵）

都名所図会
（京都大学附属図書館所蔵）

京都に於ける維新史蹟
（東京大学史料編纂所所蔵）

アーカイブ資料は、環境省の所蔵する戦後の国民公園化後の整備・管理に係る記録写真等の閲覧、資料館・大学等の
他機関が所蔵・公開する近世の公家町、明治・大正時代の御苑成立に関係する資料等の横断検索が可能。

京都博覧会塲之図
（京都府立京都学・歴彩館

歴史資料アーカイブ所蔵）



5

デジタルアーカイブの特徴：構成

■公開用画面

アーカイブはフリーワード検索の他、京都御苑の魅力につながるよう各魅力（大項目）とカテゴリ（中項目）の分類を
チェックボックス形式で設定。

②

効率的な運用、外部連携、導入実績等を考慮し、
クラウド型のデータベースシステムを採用
「I.B.MUSEUM SaaS」提供:早稲田システム開発㈱
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デジタルアーカイブの特徴：利活用コンテンツ

デジタルアーカイブ
記録写真 九条邸跡の保存修復

［高校協力］
マンホールから管轄を見る 歴史の舞台を時代で巡る

苑内の自然を四季で巡る
［高校協力］
樹木から歴史を知る

GIS上で地図情報とデジタルアーカイブを連携させ、
わかりやすく伝えるデータプラットフォームを採用
「Re:Earth」提供：㈱ユーカリヤ

■公開用画面

アーカイブの利活用コンテンツとして、マッピングしたデータに閲覧順を持たせ、ストーリーで伝えることのできるデジタルマップ・
ストーリー作品を作成。近隣高校の協力により、コンテンツの企画から作成をモニター調査として実施。 

魅力を深堀りすることで来苑動機に繋げていく
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デジタルアーカイブの利活用

アーカイブの楽しみ方を紹介するチラシや魅力を探る講演会・展示館ガイドを企画。
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おわりに

京都御苑アーカイブ
https://kyotogyoen.go.jp/digital/

昭和46年 令和6年

＜今昔写真＞ 姿を変えず維持された建礼門前の大路

京都御苑アーカイブの提供により、多様な利用者への魅力の普及、新たな発見・探求に貢献し、京都御苑の魅力に係る
資源・資料を後世に継承していく。また、ジャパンサーチ（分野横断プラットフォーム）等との連携により、来苑者以外の幅広
い利活用や連携コンテンツの充実につなげていく。
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